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成果の概要／竹俣直道 

 

2023年 6月 25-30日に開催された Chromosome Dynamics Gordon Research Conferenceに参

加し、研究発表を行った。ゴードン会議（Gordon Research Conference）は歴史と権威のある世

界的な研究集会の一つである。ゴードン会議の特徴として、「本会議で発表された論文公開前

の成果を外部に一切漏らさない」という誓約のもと、参加者たちが最先端の研究成果について

徹底的に議論し合うという点がある。申請者が今回参加したのは染色体動態の制御と機能的

重要性についてのゴードン会議であり、真核生物や原核生物、生化学やゲノミクスといった幅

広い内容が取り扱われた。 

 

私は、本会議にて"Molecular Mechanism of SMC-Mediated Domain Formation in Archaea"と

いうタイトルで口頭発表（ショートトーク）を行った。アーキアは真核生物の起源になったとされ

る生物ドメインであるが、その染色体がどう折り畳まれているのかなど、アーキアの染色体ダイ

ナミクスについては不明な点が多い。我々のグループでは超好熱性アーキアの染色体が

Structural Maintenance of Chromosomes（SMC）複合体によってどのように折り畳まれるかを研

究しており、本会議ではその成果の一部（論文投稿準備中）を発表した。アーキアの研究を行

っている参加者は我々だけではあったが、発表後に何人かの参加者に話しかけてもらえるな

ど手応えを感じることができた。特に、バクテリアにおける SMC 複合体の機能を研究している

Stephen GruberやXindan Wangと研究成果について議論できたのは大きな収穫だった。また、

これからの実験についての着想を他の参加者の発表から得られるなど予想外の収穫もあり、

実りの多い学会であった。 

 

本会議では参加者全員が同じホテルに宿泊して食事を共にしたため、様々な参加者と会話を

交わす機会に恵まれた。本会議で得られたネットワークを今後も維持し、自身の研究に活かし

ていきたい。また、私の所属研究室からは博士課程の学生 1 人が本会議に同行したが、彼を

私の知人に紹介する機会にも恵まれた。彼が今後の研究キャリアを考える上での一助になれ

ばと願っている。 

 

最後に、本会議への参加にあたり貴財団から多大なご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 


